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(57)【要約】
【課題】待機中の消費電力を低減させることができる空
気調和機を提供する。
【解決手段】室内機制御部１０１によって開閉制御され
る開閉手段１０５と、前記開閉手段１０５が閉の場合に
前記開閉手段１０５を介した通電により、室外機２０の
待機状態を解除する室外機待機解除手段２０６と、室外
機制御部２０１を駆動させるスイッチング電源２０９と
、前記室外機待機解除手段２０６における前記通電の有
無によって前記スイッチング電源２０９に交流電源Ｓ１
から電力を供給させるか否かを切り替えるスイッチング
電源開閉手段２０８と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電源から供給される交流電力により駆動し、複数の配線によって接続された室内機
及び室外機を備える空気調和機において、
　室内機制御部によって開閉制御される開閉手段と、前記開閉手段が閉の場合に前記開閉
手段を介した通電により、前記室外機の待機状態を解除する室外機待機解除手段と、室外
機制御部を駆動させるスイッチング電源と、前記室外機待機解除手段における前記通電の
有無によって前記スイッチング電源に前記交流電源から電力を供給させるか否かを切り替
えるスイッチング電源開閉手段と、を備えることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記室外機制御部に接続し、前記室外機制御部によって制御される動作維持手段と、を
さらに備え、
　前記室外機制御部は前記動作維持手段に通電することによって、前記スイッチング電源
の駆動を維持し、
　前記室内機制御部は、前記室内機の前記開閉手段を開にすることによって、前記室内機
を介した前記室外機への電力供給を停止させることを特徴とする請求項１に記載の空気調
和機。
【請求項３】
　前記室外機制御部は、外部から停止信号を受信すると、前記動作維持手段への通電を停
止することによって、前記室外機制御部を停止状態にすることを特徴とする請求項２に記
載の空気調和機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内機と室外機とを備えた空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球温暖化対策の取り組みが世界的に進められており、その一環として各種の家
電製品についても省エネルギ化が求められている。空気調和機においては、待機中に消費
するエネルギの規制が日本はじめ世界各国で始まっている。
【０００３】
　ところで、セパレート形の空気調和機の構成は、電力供給の仕方に着目すると２つのタ
イプに分かれる。１つは、交流電源から電力を供給される室内機と、当該室内機を介して
電力を供給される室外機とを備えるタイプである。もう１つは、交流電源から電力を供給
される室外機と、当該室外機を介して電力を供給される室内機とを備えるタイプである。
【０００４】
　特許文献１には、交流電源から電力を供給される室外機と、当該室外機を介して電力を
供給される室内機とを備えるタイプの空気調和機において、次のような構成を備えること
により待機中の消費電力の低減を図っている。すなわち、当該空気調和機は、待機状態に
おいて電源線を介して室外機側から室内機制御部に電力を供給しておき、起動時には室内
機制御部が通信線を介して室外機の補助電源を立ち上げてコイル部に通電し、スイッチン
グ電源を駆動させることにより室外機制御部を起動するように形成している。したがって
、室外機を待機状態から運転状態にすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１１１１２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかし、特許文献１の空気調和機では、その運転中においては補助電源を立ち上げた状
態にし、コイル部に通電しておく必要がある。したがって、補助電源を起動させる分だけ
、空気調和機を運転させるための消費電力が大きくなる。
　また、特許文献１の空気調和機では、待機状態から室外機のスイッチング電源を起動さ
せるたびに突入電流が流れるので、開閉手段や突入防止抵抗の寿命が短くなってしまうと
いう問題がある。
【０００７】
　また、特許文献１の空気調和機では、室外機制御部を動作させるためのスイッチング電
源に接続された電源供給ライン上に開閉手段を設置する構成となっている。したがって、
待機状態に入るたびにスイッチング電源への交流電力の供給を遮断することとなり、ノイ
ズが発生し易くなるという問題がある。
　さらに、特許文献１の空気調和機では、室内機側から供給される起動電力を整流するた
めの補助電源が必要となり、現状の室外機の制御基板（図示せず）のスペース内に実装す
ることが困難である。仮に補助電源を室外機の制御基板に実装する場合には、室外機の電
気部品箱を大きくする必要があり、その分、空気調和機の製作コストが高くなってしまう
という問題がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、待機中の消費電力を低減させることができる空気調和機を提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決し、本発明の目的を達成するために、以下のように構成した。
　すなわち、室内機制御部によって開閉制御される開閉手段と、前記開閉手段が閉の場合
に前記開閉手段を介した通電により、室外機の待機状態を解除する室外機待機解除手段と
、室外機制御部を駆動させるスイッチング電源と、前記室外機待機解除手段における前記
通電の有無によって前記スイッチング電源に交流電源から電力を供給させるか否かを切り
替えるスイッチング電源開閉手段と、を備えるように構成した。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明により、待機中の消費電力を低減させることができる空気調和機を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機の要部回路ブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る空気調和機の回路構成図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る空気調和機のスイッチング電源及びスイッチング電源
開閉手段に流れる電流を示す回路図であり、（ａ）は空気調和機の待機状態、（ｂ）は空
気調和機の運転状態において流れる電流を示す。
【図４】本発明の一実施形態に係る空気調和機の待機時において、空気調和機の回路に流
れる電流を示す回路構成図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る空気調和機の室外機待機解除回路に通電している場合
に、空気調和機の回路に流れる電流を示す回路構成図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る空気調和機の動作維持手段に通電している場合に、空
気調和機の回路に流れる電流を示す回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施形態について、適宜図面を参照しながら詳細に説明する。なお、各図にお
いて、共通する部分には同一の符号を付し、重複した説明を省略する。
＜空気調和機の回路の概要＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る空気調和機の要部回路ブロック図である。空気調和
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機１は、室内機１０と室外機２０とが電源線Ａ、電源線Ｂ、通信線Ｃの３本から構成され
る接続ケーブルによって接続されている。電源線Ａ、電源線Ｂ、通信線Ｃは、室内機１０
及び室外機２０にそれぞれ設けられた端子台盤１０４、２０４を介して、室内機制御基板
１００に設けられた回路と室外機制御基板２００に設けられた回路とを接続する。空気調
和機１においては、交流電源Ｓ１から端子台盤２０５を介して室外機２０側に交流電力を
供給し、さらに電源線Ａ、Ｂを介して室内機１０にも交流電力を供給している。
【００１３】
　室内機１０には、室内ファン（図示せず）が連結されたファンモータ（図示せず）、室
内機１０の吹出口（図示せず）に設けられているフラップ（図示せず）を揺動させるため
のアクチュエータ（図示せず）、室内熱交換器（図示せず）、室内温度等を検出する温度
センサ（図示せず）、電気部品箱（図示せず）等が備えられている。上記の各機器につい
ては、その説明を省略する。
　また、室内機１０には、室内機制御基板１００が設置されている。室内機制御基板１０
０には、室内機１０の各機器（図示せず）を制御するための回路が配置されている。なお
、室内機制御基板１００は、室内機１０内に設けられた電気部品箱（図示せず）の中に設
置されている。
【００１４】
　室内機制御基板１００には、室内機制御部１０１、室内通信回路１０２、ＡＣ／ＤＣコ
ンバータ１０３、開閉手段１０５が配置されている。室内機制御部１０１は、室内機１０
全体の動作を制御する。室内通信回路１０２は電源線Ｂ及び通信線Ｃを介して室外機２０
と通信を行うための回路である。つまり、室内機制御部１０１は、室内通信回路１０２、
電源線Ｂ及び通信線Ｃ、室外通信回路２０２、を介して室外機制御部２０１と通信可能で
ある。
　ＡＣ／ＤＣコンバータ１０３は、電源線Ａ及び電源線Ｂを介して交流電源Ｓ１から供給
される交流電力を直流電力に変換する。
　空気調和機１の運転時には、室内機制御部１０１は、各センサ（図示せず）から検出さ
れる検出信号を監視しながら、各アクチュエータ類（図示せず）の動作を制御する。なお
、室内機制御部１０１は、ＡＣ／ＤＣコンバータ１０３から出力される直流電力により駆
動する。
【００１５】
　室内機制御基板１００において電源線Ａと通信線Ｃに連なる配線上に開閉手段１０５が
設けられている。室内機制御部１０１は、例えば図示しないコイルに通電すること等によ
り開閉手段１０５のオン・オフを制御することができる。
　また、室内機１０には、リモコン受信部１０６が設けられている。リモコン受信部１０
６は、使用者（図示せず）によってリモコン（remote controller)１０７が操作された場
合に、当該リモコン１０７から送られてくる信号を赤外線受信する。なお、室内機制御部
１０１は、リモコン受信部１０６を介して当該信号を受信することができる。
【００１６】
　室外機２０には、ファンモータ（図示せず）およびファン（図示せず）からなる送風機
（図示せず）、室外熱交換器（図示せず）、冷媒圧縮機（図示せず）、冷媒配管類（図示
せず）、電気部品箱（図示せず）などが設置される。なお、上記の各機器については、そ
の説明を省略する。
　また、室外機２０には、室外機制御基板２００が設置されている。室外機制御基板２０
０には、室外機２０の各機器（図示せず）を制御するための回路が配置されている。なお
、室外機制御基板２００は、室外機２０内に設けられた電気部品箱（図示せず）の中に設
置されている。
【００１７】
　室外機制御基板２００には、室外機制御部２０１、室外通信回路２０２、ＡＣ／ＤＣコ
ンバータ２０３、整流器ＤＢ１、コンデンサＣ２、室外機待機解除回路２０６、動作維持
手段２０７、スイッチング電源開閉手段２０８、スイッチング電源２０９、開閉手段２１
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０、インバータ手段２１１が配置されている。
　室外機制御部２０１は、室外機２０全体の動作を制御する。室外通信回路２０２は、電
源線Ｂ及び通信線Ｃを介して室内機１０と通信を行うための回路である。つまり、室外機
制御部２０１は、室外通信回路２０２、電源線Ｂ及び通信線Ｃ、室内通信回路１０２、を
介して室内機制御部１０１と通信可能である。ＡＣ／ＤＣコンバータ２０３は、電源線Ｌ
及び電源線Ｎを介して交流電源Ｓ１から供給された交流電力を直流電力に変換する。整流
器ＤＢ１は、交流電源Ｓ１から配線ａ２及び配線ｂ２を介して供給された交流電力を全波
整流し、当該整流された電力をスイッチング電源２０９に供給する。コンデンサＣ２は、
整流器ＤＢ１により全波整流された電圧を平滑化する。
【００１８】
　室外機待機解除回路２０６には、室内機制御基板１００に配置された開閉手段１０５が
オンの状態となっている場合に電流が流れる。また、室外機待機解除回路２０６に通電し
た場合には、室外機制御基板２００に配置されたスイッチング電源開閉手段２０８を介し
て、スイッチング電源２０９がオンの状態になる。なお、室外機待機解除回路２０６つい
ての詳細は後述する。
【００１９】
　スイッチング電源開閉手段２０８は、室外機待機解除回路２０６に接続し、室外機待機
解除回路２０６の通電状態に伴って、スイッチング電源２０９をオン・オフの状態にする
。つまり、スイッチング電源開閉手段２０８は、室外機待機解除回路２０６に通電してい
る場合にはスイッチング電源２０９をオンの状態にし、室外機待機解除回路２０６に通電
していない場合には、スイッチング電源２０９をオフの状態にする。なお、スイッチング
電源開閉手段２０８の動作の詳細については後述する。
　本実施形態では、スイッチング電源開閉手段２０８はトランジスタＱ１（図３参照）と
、スイッチング電源ＩＣ２１２（図３参照）に内蔵されたトランジスタＱ２（図３参照）
により構成される。
【００２０】
　スイッチング電源２０９は、トランジスタＱ１がオフ状態、トランジスタＱ２がオン状
態となった場合に、交流電源Ｓ１から整流器ＤＢ１を介して供給される電力を所定の電圧
に変換し、室外機制御部２０１を駆動させる。
　動作維持手段２０７は、室外機制御部２０１によってその動作が制御される。スイッチ
ング電源２０９がいったんオンになり、それによって室外機制御部２０１が駆動すると、
動作維持手段２０７は、スイッチング電源２０９をオンの状態に維持することにより室外
機制御部２０１の駆動を維持する。動作維持手段２０７の詳細については後述する。
【００２１】
　インバータ手段２１１は、ＡＣ／ＤＣコンバータ２０３によって変換された直流電力を
、各負荷（図示せず）の駆動に適した交流電力に変換する。すなわち、インバータ手段２
１１は、送風機（図示せず）、冷媒圧縮機（図示せず）等の室外機側のアクチュエータに
接続されており、各アクチュエータに対してその動作に適した交流電力を生成する。
　開閉手段２１０は、電源線Ａに連なって配置されている。開閉手段２１０がオンの状態
になると、交流電源Ｓ１から供給される交流電力がＡＣ／ＤＣコンバータ２０３によって
直流電力に変換され、さらにインバータ手段２１１によって各アクチュエータ（図示せず
）に適した交流電力に変換され、各アクチュエータが駆動する。なお、開閉手段２１０に
おけるオン・オフの動作は、室外機制御部２０１によって、例えば図示しないコイルに通
電すること等により制御される。
【００２２】
＜室外機制御基板に配置された回路の説明＞
　次に、図２、図３を用いて、室外機制御基板２００に配置された回路について、さらに
詳しく説明する。図２は、本発明の一実施形態に係る空気調和機の回路構成図である。な
お、図２の回路図において、室内機制御基板１００に配置された回路については図１と同
様であるから、その説明を省略する。
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【００２３】
（室外機待機解除回路２０６について）
　室外機待機解除回路２０６は、電源線Ｂ及び通信線Ｃに接続されている。ダイオードＤ
１、Ｄ２は、交流電源Ｓ１から供給される交流電力を整流する。キャパシタＣ１は、ダイ
オードＤ１、Ｄ２によって整流された電圧を平滑化するためのものである。抵抗Ｒ１、Ｒ
２は、フォトカプラＰＱ１にかかる電圧を調整するために設けられ、抵抗Ｒ３、Ｒ４は、
フォトカプラＰＱ１に流れる電流を調整するために設けられる。ツェナーダイオードＺｄ
１は、定電圧を生じさせ、フォトカプラＰＱ１にかかる電圧を安定化させる。
　フォトカプラＰＱ１は、入力された電気信号を光に変換し、その光で受光素子を導通さ
せることにより信号を伝達する。フォトカプラＰＱ１の内部には発光素子（図示せず）と
受光素子(図示せず)が収められ、外部からの光を遮断するパッケージ（図示せず）に封じ
込められた構造になっている。
【００２４】
　したがって、室外機待機解除回路２０６に交流電力が供給されると、ダイオードＤ１、
Ｄ２によって整流され、コンデンサＣ１によって平滑化された電圧によってフォトカプラ
ＰＱ１の発光素子（図示せず）が発光する。フォトカプラＰＱ１の発光素子が発光すると
、当該光をフォトカプラＰＱ１の受光素子（図示せず）が受光し、フォトカプラＰＱ１の
受光素子に電流が流れる。
【００２５】
（スイッチング電源開閉手段２０８について）
　図３は、本発明の一実施形態に係る空気調和機のスイッチング電源及びスイッチング電
源開閉手段に流れる電流を示す回路図であり、（ａ）は空気調和機の待機状態、（ｂ）は
空気調和機の運転状態において流れる電流を示す。
　スイッチング電源開閉手段２０８は、ｎｐｎ型トランジスタＱ１と、スイッチングＩＣ
２１２に内蔵されたｎｐｎ型トランジスタＱ２によって構成される。トランジスタＱ１の
ベース及びエミッタは、フォトカプラＰＱ１及びＰＱ２（図２参照）に接続される。また
、トランジスタＱ１のコレクタは、スイッチングＩＣ２１２の端子Ｔ１を介してトランジ
スタＱ２のベースに接続される。また、トランジスタＱ２のコレクタはスイッチングＩＣ
２１２の主回路２１５に接続し、トランジスタＱ２のエミッタは端子Ｔ２を介してフォト
カプラＰＱ１及びＰＱ２に接続される。なお、トランジスタＱ１、Ｑ２は極性を合わせれ
ば、２個のｐｎｐ型トランジスタを用いてもよい。
【００２６】
　空気調和機１が待機状態である場合には、フォトカプラＰＱ１にもフォトカプラＰＱ２
にも電流は流れない。この場合には、整流器ＤＢ1を介して供給された電流がトランジス
タＱ１のベースからエミッタに流れ、トランジスタＱ１はオンの状態となる（図３（ａ）
参照）。一方、空気調和機１が運転状態である場合には、フォトカプラＰＱ１、フォトカ
プラＰＱ２のいずれか一方又は両方に電流が流れる。この場合には、トランジスタＱ１の
ベース電圧が０Ｖになり、トランジスタＱ１はオフの状態となる（図３（ｂ）参照）。
【００２７】
（スイッチング電源２０９について）
　室外機制御基板２００のスイッチング電源２０９について説明する。スイッチング電源
２０９は、スイッチングＩＣ２１２と、当該スイッチングＩＣ２１２に接続されたトラン
ス２１４からなる。
　スイッチングＩＣ２１２には、以下の動作をするよう回路設計がなされている。すなわ
ち、トランジスタＱ１がオンの状態である場合にはスイッチングＩＣ２１２内のトランジ
スタＱ２がオフの状態になり、スイッチングＩＣ２１２には電流は流れない。また、トラ
ンジスタＱ１がオフの状態である場合にはスイッチングＩＣ２１２内のトランジスタＱ２
がオンの状態になり、スイッチングＩＣ２１２に電流が流れる。
【００２８】
　つまり、空気調和機１の待機状態において、トランジスタＱ１のベースからエミッタに
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電流が流れてトランジスタＱ１がオンの状態になっている場合には、スイッチングＩＣ２
１２内のトランジスタＱ２のベース電圧は０Ｖとなる。したがってスイッチングＩＣ２１
２に電流は流れず、スイッチング電源２０９はオフの状態となる（図３（ａ）参照）。
　一方、トランジスタＱ１のベース電圧が０Ｖであり、トランジスタＱ１がオフの状態に
なっている場合には、スイッチング電源ＩＣ２１２内のトランジスタＱ２にベース電圧が
生じる。したがって端子Ｔ２を介してスイッチングＩＣ２１２に電流が流れて、スイッチ
ング電源２０９はオンの状態となる（図３（ｂ）参照）。
　なお、トランス２１４の一次側はスイッチングＩＣ２１２に接続されており、トランス
２１４の二次側は室外機制御部２０１や、動作維持手段２０７の抵抗Ｒ５に連なる端子等
に接続（図示せず）されている。つまり、図示を省略しているが、動作維持手段２０７の
抵抗Ｒ５に連なる端子電圧（５Ｖ）は、スイッチング電源２０９から供給されている。
【００２９】
（動作維持手段２０７について）
　動作維持手段２０７は、フォトカプラＰＱ２と抵抗Ｒ５からなる。抵抗Ｒ５は、フォト
カプラＰＱ２に流れる電流を調整するために設けられる。フォトカプラＰＱ２は、フォト
カプラＰＱ１と同様の構成からなり、入力された電気信号を光に変換し、その光で受光素
子を導通させることにより信号を伝達する。フォトカプラＰＱ２は、室外機制御部２０１
に接続されている。なお、フォトカプラＰＱ２には、スイッチング電源２０９を介して一
定の電圧（例えば５Ｖ）がかかっている。
【００３０】
＜空気調和機の各動作について＞
（１．待機状態）
　次に、本実施形態に係る空気調和機１の各動作について順に説明する。図４は、本発明
の一実施形態に係る空気調和機の待機時において、空気調和機の回路に流れる電流を示す
回路構成図である。太線は、待機時において空気調和機１の回路に流れる電流を示してい
る。
　空気調和機１は、その待機状態においても、交流電源Ｓ１から電力を供給されているた
め、室内機制御部１０１は、リモコン受信部１０６を介して外部からの信号を受信した場
合に、当該信号に対応することが可能な状態になっている。つまり、外部からの運転信号
を受信した場合には、当該信号に対応して開閉手段１０５をオンにし、これを契機として
室外機２０を起動させることが可能な構成となっている。
【００３１】
　待機状態においては、室内機１０の開閉手段１０５がオフの状態になっている。したが
って、室外機待機解除回路２０６には電流が流れない。この場合、整流器ＤＢ1を介して
供給された電流がトランジスタＱ１のベースからエミッタに流れ、トランジスタＱ１はオ
ンの状態となる（図３（ａ）参照）。これに伴い、トランジスタＱ１のコレクタが接続さ
れているスイッチングＩＣ２１２の端子Ｔ１が０Ｖとなるため、スイッチングＩＣ２１２
に内蔵されているトランジスタＱ２がオフの状態となる（図３（ａ）参照）。したがって
スイッチングＩＣ２１２が停止状態となり、室外機制御部２０１も停止状態となっている
。
【００３２】
　つまり、空気調和機１の待機状態において室外機２０のスイッチング電源２０９の発振
を停止させる回路構成によって、スイッチング電源２０９の電源供給ラインａ２、ｂ２を
遮断することなくスイッチング電源２０９を停止状態にすることが可能となる。したがっ
て、空気調和機１を待機状態から運転状態に切り替えるたびに突入電流が流れるという事
態を回避することができる。
　また、室外機２０のスイッチング電源２０９に供給する交流電力を遮断せずに、スイッ
チング電源２０９そのものを停止させるので、ノイズの発生を抑制することが可能になる
。
【００３３】
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（２．待機状態→運転状態）
　図５は、本発明の一実施形態に係る空気調和機の室外機待機解除回路に通電している場
合に、空気調和機の回路に流れる電流を示す回路構成図である。なお、太線は空気調和機
１が待機状態から運転状態に切り替わる際に、回路に流れる電流を示している。
　空気調和機１が図４のように待機状態となっているときに、例えば外部のリモコン１０
７から運転信号が室内機１０のリモコン受信部１０６を介して室内機制御部１０１に入力
する場合を考える。当該運転信号がトリガとなって室内機制御部１０１は起動する。この
場合、室内機制御部１０１は例えばコイル（図示せず）に通電すること等により、室内機
１０の開閉手段１０５をオンの状態にする。
【００３４】
　開閉手段１０５がオンの状態になると図５に示すように、交流電源Ｓ１と室外機待機解
除回路２０６とを結ぶ回路（交流電源Ｓ１→電源線Ｌ→電源線Ａ→開閉手段１０５→通信
線Ｃ→室外機待機解除回路２０６→電源線Ｂ→電源線Ｎ→交流電源Ｓ１）ができるため、
交流電源Ｓ１から室外機待機解除回路２０６に電流が流れる。
　室外機待機解除回路２０６は、入力された交流電力をダイオードＤ１、Ｄ２により整流
し、コンデンサＣ１により平滑化して、直流電流をフォトカプラＰＱ１に流す。そうする
と、フォトカプラＰＱ１の発光素子（図示せず）に電流が流れ、当該発光素子が発光する
。さらに、フォトカプラＰＱ１の発光素子からの光を受光した受光素子（図示せず）に電
流が流れる。
【００３５】
　この場合、トランジスタＱ１のベース電圧が０ＶになってトランジスタＱ１はオフの状
態になり、それに伴いスイッチングＩＣ２１２に内蔵されたトランジスタＱ２のベースに
電圧が生じる（図３（ｂ）参照）。よって、スイッチングＩＣ２１２には端子Ｔ２を介し
て電流が流れる。これによりスイッチングＩＣ２１２は発振し、トランス２１４の一次側
に通電する。トランス２１４の二次側は室外機制御部２０１に接続されており、トランス
２１４によって変換された電力が室外機制御部２０１に供給され、室外機制御部２０１が
起動する。
【００３６】
　室外機制御部２０１は起動後、例えば図示しないコイルに通電すること等により、開閉
手段２１０をオフの状態からオンの状態に切り替える。これによって、交流電源Ｓ１から
供給される交流電力がＡＣ／ＤＣコンバータ２０３に供給され、ＡＣ／ＤＣコンバータ２
０３で直流に変換された電力がインバータ手段２１１に供給される。さらにインバータ手
段２１１に接続されたアクチュエータ（図示せず）に電力が供給されることによって、室
外機２０全体が駆動する。
　以上のようにして、空気調和機１は、待機状態から運転状態に切り替わる。
　つまり、室外機待機解除手段２０６は、室内機制御部１０１によって開閉制御される開
閉手段１０５が閉の場合には、開閉手段１０５を介した通電により、室外機２０の待機状
態を解除する。そして、スイッチング電源開閉手段２０８は室外機待機解除手段２０６に
おける前記通電の有無によって、スイッチング電源２０９に交流電源Ｓ１から電力を供給
させるか否かを切り替える構成となっている。
【００３７】
（３．運転状態の継続）
　図６は、本発明の一実施形態に係る空気調和機の動作維持手段に通電している場合に、
空気調和機の回路に流れる電流を示す回路構成図である。なお、太線は空気調和機１が待
機状態から運転状態に切り替わり、動作維持手段２０７に通電している場合に回路に流れ
る電流を示している。
　室外機制御部２０１は、起動後、室外機制御部２０１に組み込まれたマイコン（図示せ
ず）の出力ポートの電圧を下げる（Ｌｏを出力する）。フォトカプラＰＱ２には、予めス
イッチング電源２０９を介して一定の電圧（例えば５Ｖ）がかかっているので室外機制御
部２０１のマイコンの出力ポートの電圧を下げる（例えば０Ｖを出力する）と、フォトカ
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プラＰＱ２に電流が流れる。
【００３８】
　フォトカプラＰＱ２に電流が流れると、フォトカプラＰＱ２の発光素子（図示せず）が
発光する。これに伴いフォトカプラＰＱ２の受光素子（図示せず）に電流が流れ、スイッ
チング電源２０９のオン状態を維持する。つまり、室外機制御部２０１は動作維持手段２
０７に通電することによって、スイッチング電源２０９のオン状態を継続させ、室外機制
御部２０１の駆動を維持している。
　なお、室外機制御部２０１に内蔵されたマイコン（図示せず）がＬｏを出力した直後は
、室内機１０の開閉手段１０５はオンの状態であり、室外機待機解除回路２０６にも電流
は流れている。
【００３９】
　さらに、所定の時間が経過すると、室内機制御部１０１は、室内機１０の開閉手段１０
５をオンの状態からオフの状態に切り替える。室内機１０の開閉手段１０５がオフの状態
になると、室外機待機解除回路２０６には電流は流れなくなる。しかし、この時点で既に
室外機１０の動作維持手段２０７に電流が流れているため、スイッチング電源２０９はオ
ンの状態を維持することができ、室外機制御部２０１も駆動状態を維持することが可能と
なる。
　以上のようにして、室外機２０の運転状態を継続させることができる。
【００４０】
（４．運転状態→待機状態）
　空気調和機１が運転状態となっているときに、例えば外部のリモコン（図示せず）から
停止信号が室内機１０の受信部１０６を介して室内機制御部１０１に入力する場合を考え
る（図６参照）。この場合、室内機制御回路１０１は、室内機１０に設置された各アクチ
ュエータ（図示せず）の運転を停止させる。また、室内機制御部１０１は、停止信号を電
源線Ｂ及び通信線Ｃを介して室内機通信回路１０２から室外機通信回路２０２に向けて送
信する。
【００４１】
　室外機通信回路２０２を介して停止信号を受信した室外機制御部２０１は、停止信号を
受信した後も、室外機制御部２０１に組み込まれたマイコン（図示せず）に予め設定され
ている一定時間の間は駆動し続ける。そして、当該一定時間が経過しても室内機１０側か
ら運転信号が送信されない場合には、室外機制御部２０１は待機状態であると判断し、室
外機制御基板２００に設置された開閉手段２１０をオンの状態からオフの状態に切り替え
る。そうすると室外機２０のインバータ手段２１１に電力が供給されなくなるため、室外
機２０の各アクチュエータ（図示せず）は停止状態になる。
【００４２】
　室外機制御部２０１は、開閉手段２１０をオフの状態に切り替えた後、室外機制御部２
０１のマイコン（図示せず）の出力ポートの電圧を上げる（Ｈｉを出力する）。そうする
と、室外機制御部２０１のマイコンの出力ポート（図示せず）に接続されているフォトカ
プラＰＱ２に電流が流れなくなる。この場合、トランジスタＱ１にベース電圧が生じてト
ランジスタＱ１がオンの状態となる。つまり、整流器ＤＢ1を介して供給された電流がト
ランジスタＱ１のベースからエミッタに流れる。
　したがって、スイッチングＩＣ２１２に内蔵されたトランジスタＱ２（図３（ａ）参照
）のベース電圧が０ＶとなってスイッチングＩＣ２１２が停止状態となり、これに伴い室
外機制御部２０１も停止状態となる。
　以上のようにして、空気調和機１は運転状態から待機状態に切り替わる（図４参照）。
【００４３】
　本発明に係る空気調和機１は、待機状態において、室外機２０のスイッチング電源２０
９をオフの状態にし、室外機２０のスイッチング電源２０９のオフ状態を維持するととも
に、リモコン受信部１０６を介した外部からの信号に対応するために最低限必要な回路の
みに通電させる（図４参照）。したがって、室外機２０から交流電力を供給するタイプの
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空気調和機において、待機中の消費電力を低減させることができる。
　また、本発明に係る空気調和機１は、室外機２０のスイッチング電源２０９の電源供給
ラインａ２、ｂ２を遮断しなくとも、待機状態においてスイッチング電源２０９の発振を
停止させることが可能な回路構成となっている。したがって、空気調和機１を運転させる
たびに回路に突入電流が流れるという事態を回避することができる。
【００４４】
　また、本発明に係る空気調和機１は、室内機１０に設置された開閉手段１０５のオン・
オフを制御することにより、室外機待機解除回路２０６に流れる電流を制御し、それに伴
ってスイッチング電源２０９に電流を流すという構成をとっている。つまり、室外機２０
のスイッチング電源２０９に供給する交流電力を遮断せずに、スイッチング電源２０９そ
のものを停止させるので、ノイズの発生を抑制することが可能になる。
【００４５】
　さらに、本発明に係る空気調和機１は、現状の空気調和機が本発明のような構成を用い
た制御基板を搭載していない場合であっても、待機制御用の追加部品を室内機制御基板１
００と室外機制御基板２００に分担して搭載することで、現状の空気調和機の電気部品箱
（図示せず）をそのまま使用することができる。すなわち、使用する部品が小型の電子部
品であるため、従来の回路に比べて少ないスペースで実装可能となる。
　したがって、室内機１０と室外機２０それぞれの制御基板のみを変更するだけで、室内
機１０と室外機２０の電気部品箱の構造を変更せずに待機電力の低減を図ることができる
ので、空気調和機１の全体的な製作コストが安くなる。
【００４６】
　また、本発明に係る空気調和機１は、室内機制御基板１００に配置された開閉手段１０
５がオフとなった状態でも室外機２０の運転を継続させることができる。つまり、従来技
術のように、補助電源によってコイル部の通電状態を維持する場合に対して、本発
明では動作維持手段２０７によって、スイッチング電源のオン状態を維持することができ
る。
　ここで、動作維持手段は室外機制御部２０１のマイコン（図示せず）の出力ポートの出
力電圧を下げることによってフォトカプラに通電し、スイッチング電源のオン状態を維持
する構成となっている。したがって、従来技術のように補助電源を使用する場合と比較し
て、運転中の室外機２０の消費電力を低減させることができる。
【符号の説明】
【００４７】
　１　空気調和機
　Ｓ１　交流電源
　Ａ、Ｂ、Ｌ、Ｎ　電源線（配線）
　Ｃ　通信線（配線）
　１０　室内機
　２０　室外機
　１００　室内機制御基板
　１０１　室内機制御部
　１０２　室内通信回路
　１０３、２０３　ＡＣ／ＤＣコンバータ
　１０４、２０４、２０５　端子台盤
　１０５、２１０　開閉手段
　１０６　リモコン受信部
　２００　室外機制御基板
　２０１　室外機制御部
　２０２　室外通信回路
　２０６　室外機待機解除回路（室外機待機解除手段）
　２０７　動作維持手段
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　２０８　スイッチング電源開閉手段
　２０９　スイッチング電源
　２１１　インバータ手段
　２１２　スイッチングＩＣ
　２１４　トランス
　２１５　主回路
　Ｄ１、Ｄ２　ダイオード
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５　抵抗
　Ｃ１、Ｃ２　コンデンサ
　Ｚｄ１　ツェナーダイオード
　ＰＱ１、ＰＱ２　フォトカプラ
　Ｑ１、Ｑ２　トランジスタ
　ＤＢ１　整流器
　Ｔ１、Ｔ２　端子

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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